
【取組内容④】 ・教員がいつでも学び、授業実践に対して意見共有できるための工夫

春日井市立坂下中学校（愛知県）【協力校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

現職教育用のクラスルームを作成し、
活用している。そこには、現職教育で
使用する資料や年に３回実施している
校内授業研究会のための指導案や資料
を掲載している。
また、授業後の反省については、事

前にグループ単位でスライドを共有し、
いつでも入力できる状態にしている。
そのため、協議会の折には、個々が考
える授業の良かった点や課題点を明確
化した状態でスタートできるため、的
を絞った議論をすることができる。ま
た、他のグループのスライドも見るこ
ともできるため様々な考えに触れるこ
ともできるようになった。


